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アンケート調査結果の概要報告 

 

１．アンケート調査の概要 

各アンケート調査の実施概要は以下のとおりである。 

 

 
市民 来訪者 

特定世代 

(子育て・高齢者) 
障害者 

対象 

16 歳以上の調布市内在

住者 

・対象者は無作為抽出 

・同一世帯１票を抽出 

一都三県の在住者 

・WEB アンケートモニタ

ー 

・公共交通で調布市に

来訪したことがある方 

子育て世代向け施設や

高齢者関係団体等を通

じて配布 

※新型コロナウイルス感染拡

大により，施設利用ができ

る代替方法にて実施 

調布市バリアフリー基

本構想策定に係る調査

業務のアンケート調査

結果から障害者の意見

を整理し把握 

方法 郵送配布・郵送回収 WEB アンケート調査 施設等に回収箱を設置 
郵送配布・郵送回収 

※一部 WEB アンケート・聞き

取り調査も含む 

回収

票数 
1,514/3,000 部 500 票 322/554 票 153/387 票 

時期 

令和 3 年 3 月 26 日～ 

4 月 15 日期限 

4 月 26 日回収にて集計 

令和 3 年 4 月 23 日～ 

4 月 26 日 

令和 3 年 5 月 10 日～ 

6 月 10 日 

令和 2 年 12 月 7 日～ 

令和 3 年 1 月 8 日 

※Web アンケートは 

令和 3年 1月 20日まで

実施 

 

 

次ページ以降にアンケート調査結果の概要を示す。 

なお，結果の詳細は参考資料１に示す。 

  

資料５ 
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２．市民アンケート調査 

①回答者の属性 

 性別は「男性」44％，「女性」55％，年齢は「40 代」が 19％と最も多く次いで「50 代」

が 17％であるが，どの年代からも回答をいただけている。 

 居住地では「国領町」の割合が高いが，その他の地域も 5%程度ずつの回答がある。 

 路線バス・ミニバスの利用頻度は「利用しない」が 21％，「年に数回程度」まで合わせ

ると 60％以上となる。週に 1回以上利用している方の割合は 20%以下である。 

 車の利用状況は「車は無い，またはあっても利用しない」割合が 58％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

44% 55%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他 無回答

n=15031-① 性別

3% 8% 13% 19% 17% 7% 9% 9% 6% 9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代
50代 60歳～64歳 65歳～69歳 70歳～74歳
75歳～79歳 80歳以上 無回答

n=15071-② 年齢

21% 13% 30% 21% 4% 6% 5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用しない これまでに数回程度
年に数回程度 月に数回程度
週に1回以上 週に２～３回
週に５回以上

n=15011-⑧ バスの利用頻度

市民アンケート調査結果 

4%
4%

4%
11%

4%
3%

4%

3%
3%

5%
3%

2%
2%

7%
8%

5%
3%

6%
2%

4%
6%

3%
1%

2%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12%

入間町
上石原
菊野台
国領町
小島町
佐須町
柴崎

下石原
深大寺北町
深大寺東町
深大寺南町
深大寺元町

仙川町
染地

多摩川
調布ケ丘
飛田給

西つつじケ丘
東つつじケ丘

西町
野水

富士見町
布田

緑ケ丘
八雲台
若葉町

n=15101-③ お住まい

19% 22% 58%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分専用の車がある
家族共用の車があり，自分も運転している
車は無い，またはあっても自分は運転しない

1-⑩ 自家用車の有無 n=1477

居 住 地 

年 齢 

性 別 

バスの利用頻度 自家用車の有無 
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②交通政策に対する優先度 

 「高齢者・障害者や子供連れなど誰もが移動しやすい交通環境」を多くが望んでいる。 

 鉄道駅等での施策と比較して，歩行環境及び自転車走行環境の確保が特に重要とされて

いる。 

 自由意見をみても，歩道の改善や自転車走行環境の確保，自転車利用者のマナー改善等

を求める意見が多い。 

 

 
※1 位：3 点 2 位：2 点 3位：1 点と得点を付加・総得点数に対する割合 

 

 

 

  

6%

11%

8%

13%

13%

4%

18%

5%

6%

14%

0% 5% 10% 15% 20%

幹線道路の整備

生活道路の整備

公共交通の利便性向上

歩行空間の充実

自転車利用環境の向上（走行空間・駐輪場・ラックの改善）

地球環境問題への対応

高齢者・障害者や子供連れなど誰もが移動しやすい交通環境

中心市街地や商店街における賑わいづくり

多様な交通手段を快適に乗り継げる交通環境

災害に強い交通環境

1位 2位 3位

５ 重要と考える施策

34%

34%

50%

67%

15%

26%

8%

駅周辺での渋滞

幹線道路での渋滞

生活道路の安全性

歩行者・自転車との錯綜

駐車場の不足

駅周辺等での路上駐車や

荷捌き車両による通行への影響

駐車場の入庫待ち車両による影響

0% 20% 40% 60% 80%

n=1329４【自動車交通】改善が必要と考える事項

75%

33%

18%

59%

12%

19%

14%

歩道が狭い

歩道の段差

歩道の舗装

歩道での自転車の走行

駐車場からの車の出入り等による

危険

路上駐輪による通行への影響

ベンチ等の休憩場所の不足

0% 20% 40% 60% 80%

n=1416４【歩行環境】改善が必要と考える事項

63%

23%

33%

20%

12%

17%

54%

14%

道路での走行がしにくい

走行位置がわからない

駐輪場の不足

路上駐車による通行への影響

路上駐輪による通行への影響

舗装の悪さ

自転車利用者のマナー

駐輪場のラック（車輪を固定する部

分）の使いにくさ

0% 20% 40% 60% 80%

n=1345４【自転車環境】改善が必要と考える事項

33%

33%

20%

25%

9%

29%

36%

25%

バリアフリー対応

鉄道やバス運行に関する情報提供

鉄道とバス・タクシーの乗換え案内

バス乗り場の環境（屋根・広さ）

タクシー乗り場の環境（屋根・広さ）

歩行者同士の錯綜

駐輪場の不足

各種案内情報（乗り場，周辺案内等）

0% 20% 40% 60% 80%

n=1187４【鉄道駅での乗換え環境】改善が必要な事項

市民アンケート調査結果 

重要と考える施策 

【自動車交通】 改善が必要な事項 【歩行環境】 改善が必要な事項 

【自転車環境】 改善が必要な事項 【駅での乗換え環境】 改善が必要な事項 
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③バス交通に関する意見 

【路線バス】 

 路線バスの各運行仕様に対する満足度をみると，不満が高い事項は少なく，最も不満が

高いのは「10）バス停の快適性（ベンチ・上屋）」で 30％ある。乗継の距離や定時性に

関しては満足度が高い。 

 年数回以上バスを利用している人のみでみても，全体の傾向に大きな違いはないが，各

項目の満足度・不満度は全体よりも高い傾向にある。 

 地域ごとでの課題をみると，以下のような状況がみられる。 

  仙川ゾーン ：駅とバス停との距離に対する不満度が高い 

  深大寺ゾーン：定時性に対する満足度が低い 

  柴崎ゾーン ：運行ルートに対する満足度が低い 

 自由意見からは，中央線や小田急線など鉄道路線と接続をする南北方向の路線を要望す

る意見が多い。その他，柴崎駅への路線の接続や仙川駅でのバス停と駅前広場との距離

について改善を求める意見があった。 

   

 
※1 位：3 点 2 位：2 点 3位：1 点と得点を付加・総得点数に対する割合  

5%

2%

5%

3%

6%

3%

2%

2%

2%

9%

6%

5%

15%

7%

12%

13%

12%

10%

6%

6%

7%

21%

18%

16%

39%

54%

50%

39%

41%

46%

63%

44%

70%

46%

50%

51%

26%

17%

16%

31%

26%

23%

17%

28%

13%

18%

18%

19%

16%

20%

16%

15%

15%

17%

11%

20%

7%

7%

8%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1）運行本数・頻度（n=1292）

2）始発時間 （n=1260）

3）終発時間 （n=1263）

4）運行時間の正確さ（定時性） （n=1275）

5）運行路線（ルート） （n=1278）

6）運賃 （n=1270）

7）鉄道との乗り継ぎダイヤ （n=1259）

8）駅でのバスから鉄道への乗り継ぎ距離

（n=1258）

9）バス相互の乗り継ぎ（n=1246）

10）バス停の快適性（ベンチ・上屋）（n=1266）

11）運行に関する情報（路線図・遅れ等）

（n=1270）

12）路線のわかりやすさ（n=1278）

不満 やや不満 どちらともいえない やや満足 満足

3-① 路線バス_満足度

5%

3%

6%

4%

6%

4%

2%

2%

2%

10%

6%

5%

17%

9%

14%

15%

13%

10%

7%

7%

8%

24%

20%

17%

30%

46%

42%

29%

33%

40%

58%

36%

67%

39%

44%

46%

30%

20%

18%

37%

30%

26%

21%

33%

15%

20%

22%

23%

18%

23%

19%

16%

18%

20%

12%

22%

8%

7%

8%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3-①路線バス_満足度×年数回以上利用

28%
2%

4%
17%

12%
8%

3%
3%

2%
4%

8%
7%

0% 10% 20% 30% 40%

運行本数・頻度

始発時間

終発時間

運行時間の正確さ（定時性）

運行路線（ルート）

運賃

鉄道との乗り継ぎダイヤ

駅でのバスから鉄道への乗り継ぎ距離

バス相互の乗り継ぎ

バス停の快適性（ベンチ・上屋）

運行に関する情報（路線図・遅れ等）

路線のわかりやすさ

1位 2位 3位

3-② 路線バス_重要と思う事項

市民アンケート調査結果 

路線バス 満足度（全体） 

路線バス 重要と思う事項 

路線バス 満足度（利用者のみ） 
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【ミニバス】 

 ミニバスの利用頻度は「利用したことがない」が 72％と最も多い。 

 北路線の利用者が多く，北部地域の居住者以外も利用している。 

 運行本数に対する重要度が最も高く他の項目と比較しても特に多い。 

 

 

 
 

 
 

 
※1 位：3 点 2 位：2 点 3位：1 点と得点を付加・総得点数に対する割合 

  

72% 13% 8% 4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがない これまでに数回程度
年に数回程度 月に数回程度
週に1回以上 週に２～３回
週に５回以上

3-① 調布市ミニバス_利用頻度 n=1449

14%

17%

22%

43%

13%

50%

73%

22%

2%

29%

11%

14%

13%

61%

76%

29%

76%

36%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西調布（n=84）

調布（n=46）

深大寺（n=58）

国領（n=14）

柴崎（n=55）

仙川（n=22）

東路線 西路線 北路線

【調布市ミニバス】 ③利用する路線

33%
3%

7%
5%

9%
9%

3%
1%
1%
1%
1%

4%
8%

6%

0% 10% 20% 30% 40%

運行本数・頻度

始発時間

終発時間

運行時間の正確さ（定時性）

運行路線（ルート）

運賃

自宅最寄バス停の位置

バス停から目的地までの距離

鉄道との乗り継ぎダイヤ

バスと鉄道との乗り継ぎ距離

バス相互の乗り継ぎ

バス停の快適性（ベンチ・上屋）

車内の混雑度

運行に関する情報（路線図・遅れ等）

1位 2位 3位

3-④ 調布市ミニバス_改善してほしい事項

20% 31% 49%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東路線 西路線 北路線

3-③ 調布市ミニバス_利用する路線 n=280

市民アンケート調査結果 

ミニバス 利用頻度 ミニバス 利用路線 

ミニバス 利用路線（居住地別） 
 

ミニバス 改善してほしい事項 
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④新たな施策について 

 シェアサイクルを利用したことがある割合は少なく，利用者の目的は自宅から目的地ま

での移動が多い。 

 今後の利用意向は，「ときどき利用したい」方を合わせて 30％弱である。 

 

 

 

 新たな施策の利用意向では，「1）住宅周辺や近くのスーパー等を循環する小型バスの利

用意向」，「3）割引のあるバスの乗り継ぎ利用意向」が高い。 

 地域別にみると，深大寺周辺では「4）駅から離れるが料金の安い駐車場の利用意向」が

他の地域に比べて高い。 

 年齢別にみると，80 歳以上では「1）住宅周辺や近くのスーパー等を循環する小型バス

の利用意向」が，若い世代では「4）駅から離れるが料金の安い駐車場の利用意向」が高

い。 

 

 
  

3% 97%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある 利用したことがない

4-② シェアサイクルの利用有無 n=1459

16%

6%

9%

9%

33%

20%

35%

20%

35%

44%

40%

40%

5%

13%

6%

12%

10%

17%

9%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１）住宅周辺や近くのスーパー等を循環す

る小型バスの利用意向（n=1383）

２）予約して自宅近くから目的地まで乗合

いの公共交通の利用意向（n=1374）

３）割引があるバスの乗り継ぎの利用意向

（n=1372）

４）駅から離れるが料金の安い駐車場の利

用意向（n=1356）

積極的に利用したい どちらかというと利用したい
どちらともいえない できれば利用したくない
全く利用したくない

6-②新たな交通施策について

2% 25% 73%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

頻繁に利用したい ときどき利用したい

利用する予定はない

n=14204-④ シェアサイクルの利用意向

市民アンケート調査結果 

シェアサイクルの利用有無 シェアサイクルの利用意向 

新たな交通施策の利用意向 
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３．来訪者アンケート調査 

①回答者の属性 

 性別は「男性」60％，「女性」40％，年齢は「40 代」が 29％と最も多く次いで「50 代」

が 20％であるが，どの年代からも回答をいただけている。 

 職業は「会社員」の割合が高いが，その他の職業も 5％～10%程度の回答がある。 

 来訪の目的は「買い物等の私事」が 69％と最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

60% 40%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性

n=500Q1-1 性別

3% 59% 13% 5% 8% 9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学生 会社員・公務員
アルバイト・パート 自営業
主婦・主夫 無職
その他 無回答

n=500Q1-3 職業

44%

69%

13%

14%

9%

5%

0% 20% 40% 60% 80%

観光

買物等の私事

業務

親戚・友人等への来訪

通勤・通学

その他

n=500SC3 来訪の目的

1% 12% 18% 29% 20% 8% 4%4%2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代
50代 60歳～64歳 65歳～69歳 70歳～74歳
75歳～79歳 80歳以上

n=500Q1-2 年齢

来訪者アンケート調査結果 

性 別 年 齢 

職 業 

来訪の目的 



 

8 

②調布市内での移動の課題 

 調布市までの交通手段は鉄道が多く，市内での移動手段は鉄道を除くと「徒歩」，「バス」

の順である。 

 回答者全体では，移動時に「課題と感じたことは特にない」と回答した割合が半数程度

を占め，「道路の渋滞」や「目的地までのバス運行本数」に対して 20％弱が課題として

いる。 

 市内をバスで移動した方に限定してみると，「目的地までのバスの運行本数」との回答が

40％，「道路の渋滞」と回答した割合が 24%と高い。 

 

 

 

  
  

38% 18% 4% 36% 2% 3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道 バス 自転車 徒歩 タクシー その他

n=500Q2-2 調布市内での主な交通手段

18%

15%

9%

17%

7%

5%

13%

8%

4%

1%

45%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

道路の渋滞

駅周辺の歩行空間

目的地周辺の歩行空間

目的地までのバスの運行本数

目的地まで行くバスがない

目的地間を移動する際のバスなどの交通手段がない

バス路線がわかりにくい・確認方法がわからない

駅周辺の交通手段の案内がわかりにくい

シェアサイクルの充実

その他：

課題と感じたことは特にない

n=500Q2-5 市内の移動の課題

24%

9%

15%

40%

9%

6%

16%

11%

7%

1%

27%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

道路の渋滞

駅周辺の歩行空間

目的地周辺の歩行空間

目的地までのバスの運行本数

目的地まで行くバスがない

目的地間を移動する際のバスなどの交通手段がない

バス路線がわかりにくい・確認方法がわからない

駅周辺の交通手段の案内がわかりにくい

シェアサイクルの充実

その他：

課題と感じたことは特にない

Q2-5.市内の移動の課題（バス利用者のみ） n=88

来訪者アンケート調査結果 

調布市での主な交通手段 

市内の移動の課題 

市内の周遊に関する要望（バス利用者） 
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③新たな交通手段の利用意向 

 シェアサイクル，自動運転バスに比べて低速バスを利用したい意向が高く，特に高齢者

ではその割合が増加し，8割近くが利用したいとしている。 

 

 

 

  

23%

18%

18%

38%

29%

27%

29%

35%

41%

4%

9%

6%

6%

9%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

積極的に利用したい どちらかというと利用したい
どちらとも言えない できれば利用したくない
全く利用したくない

Q3-1来訪時に利用したい交通手段 n=500

低速バス

シェアサイクル

自動運転バス

37%

12%

11%

40%

23%

21%

14%

37%

54%

2%

12%

7%

7%

16%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

積極的に利用したい どちらかというと利用したい
どちらとも言えない できれば利用したくない
全く利用したくない

Q3-1来訪時に利用したい交通手段 n=57

低速バス

シェアサイクル

自動運転バス

ｎ=57 

来訪者アンケート調査結果 

来訪時に利用したい交通手段 

来訪時に利用したい交通手段（高齢者） 
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４．特定世代アンケート調査 

 子育て世代，高齢者世代を以下のとおり区分して集計した。なお，該当しない方の回答

結果は全体にのみ含まれている。 

子育て世代：40代以下及び 50代にて子どもと同居している方（回答数 118票） 

高齢者世代：65歳以上（回答数 158票） 

①回答者の属性 

 子育て世代，高齢者世代の回答者数はそれぞれ 43％，57%であった。 

性別は子育て世代は女性が 90%を占め，高齢者世代は男性が 64%である。 

 子育て世代では「30代」が多く半数以上を占めている。高齢者世代では各年齢から回答

を得ている。 

 世帯構成は，子育て世代では「配偶者・子どもと同居」が 89％，高齢者世代では「配偶

者と同居」が最も多く半数以上を占める。 

 

 

 

 

 

  

43% 57%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育て施設 高齢者施設

n=276利用施設

9%

64%

41%

90%

35%

58%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他 無回答

Q1 性別

子育て世代

（n=118)

全体（n=321)

高齢者世代

（n=158)

13%

8%

54%

34%

89%

22%

45%

3%

8%

6%

2%

2%

6%

2%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人暮らし 配偶者と同居
配偶者・子どもと同居 子どもと同居
親・子どもと同居 親・配偶者と同居
親・配偶者・子どもと同居 その他
無回答

Q5 世帯構成

子育て世代

（n=118)

全体（n=320)

高齢者世代

（n=157)

11%

5%

53%

20%

19%

8%

17%

11% 5%

28%

14%

35%

18%

24%

12%

13%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代
50代 60歳～64歳 65歳～69歳 70歳～74歳
75歳～79歳 80歳以上 無回答

Q2 年齢

子育て世代

（n=118)

全体

（n=319)

高齢者世代

（n=158)

特定世代アンケート調査結果 

世代 

性 別 年 齢 

世帯構成 

子育て世代 高齢者世代 
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 自家用車の有無は，子育て世代では「車は無い」割合が高く，保有していても「家族共

用の車」の割合が高い。一方で，高齢者世代でも「車は無い」が 43％と最も多いが，子

育て世代に比べて「自分専用の車」を保有している割合が高い。 

 買い物や移動の主な交通手段で最も多いものは，子育て世代と高齢者世代ともに「自転

車」が約 60%である。その他手段をみると，子育て世代では「自家用車（家族等の送迎）」

が高齢者世代に比べて多く，他方，高齢者世代では「自家用車（自ら運転）」の割合が多

い。 

 

 

  

 

  

  

5%

25%

18%

33%

20%

26%

27%

11%

18%

34%

43%

39%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分専用の車がある
家族共用の車があり，自分も運転している
車はあるが，自分は運転しない
車は無い

Q6 自家用車の有無

子育て世代

（n=117)

全体（n=319)

高齢者世代

（n=157)

14%

16%

69%

1%

18%

18%

1%

18%

0%

鉄道

バス

自転車

原付・自動二輪

自家用車（自ら運転）

自家用車（家族等の送迎）

タクシー

徒歩のみ

その他

0% 20% 40% 60% 80%

Q9 日々の買い物や移動の主な交通手段
子育て世代（n=98)

15%

23%

62%

2%

27%

5%

2%

23%

2%

鉄道

バス

自転車

原付・自動二輪

自家用車（自ら運転）

自家用車（家族等の送迎）

タクシー

徒歩のみ

その他

0% 20% 40% 60% 80%

Q9 日々の買い物や移動の主な交通手段
高齢者世代（n=149)

特定世代アンケート調査結果 

自家用車の有無 

買い物や移動の主な交通手段（子育て世代） 買い物や移動の主な交通手段（高齢者世代） 
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②公共交通に関する状況 

 バスの利用状況をみると，市民アンケートの結果と比較して全体での利用割合が低く，

特に子育て世代の回答者ではその傾向が大きい。 

 公共交通環境に関する意見をみると，子育て世代，高齢者世代ともに，市民アンケート

と比較してバス停環境（上屋・ベンチ）への要望割合が高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

  

3%

4%

4%

8%

5%

11%

13%

12%

11%

20%

17%

7%

10%

9%

67%

44%

53%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週５日以上 週３～４日 週１～２日
月２～３日 月１日 月１日未満

子育て世代

（n=96)

Q10 日常生活におけるバスの利用頻度

全体（n=279)

高齢者世代

（n=142)

35%

10%

8%

15%

17%

10%

6%

35%

13%

運行本数

始終発の時間

運行遅延

運行ルート

自宅からバス停までの距離

駅での鉄道との乗り継ぎ

バス同士の乗り継ぎ

バス停環境（上屋・ベンチ）

車内環境

0% 20% 40% 60%

Q12 【公共交通】改善が必要と考える事項
子育て世代（n=71)

特定世代アンケート調査結果 

日常生活におけるバスの利用頻度 

【公共交通】 改善が必要な事項（子育て世代） 

42%

13%

16%

29%

12%

9%

12%

26%

2%

運行本数

始終発の時間

運行遅延

運行ルート

自宅からバス停までの距離

駅での鉄道との乗り継ぎ

バス同士の乗り継ぎ

バス停環境（上屋・ベンチ）

車内環境

0% 20% 40% 60%

Q12 【公共交通】改善が必要と考える事項
高齢者世代（n=97)

【公共交通】 改善が必要な事項（高齢者世代） 
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 自転車環境で改善が必要と考える事項は，子育て世代と高齢者世代ともに「道路での走

行がしにくい」の回答が多い。 

 「自転車利用者のマナー」と回答した方は子育て世代では 25%であるが，高齢者世代で

は 62％と差がみられる。 

 子育て世代では高齢者世代や市民アンケートでの回答に比べて駐輪場の不足や駐輪場

ラックの使いにくさに対する改善要望が高い。 

 

 

  

 

 

 

  

63%

16%

41%

9%

10%

5%

27%

25%

道路での走行がしにくい

走行位置がわからない

駐輪場の不足

路上駐車による通行への影響

舗装の悪さ

路上駐輪による通行への影響

駐輪場のラック（車輪を固定する

部分）の使いにくさ

自転車利用者のマナー

0% 20% 40% 60% 80%

Q14 【自転車環境】改善が必要と考える事項
子育て世代（n=88)

48%

9%

25%

20%

10%

9%

14%

62%

道路での走行がしにくい

走行位置がわからない

駐輪場の不足

路上駐車による通行への影響

舗装の悪さ

路上駐輪による通行への影響

駐輪場のラック（車輪を固定する

部分）の使いにくさ

自転車利用者のマナー

0% 20% 40% 60% 80%

Q14 【自転車環境】改善が必要と考える事項
高齢者世代（n=134)

63%

23%

33%

20%

12%

17%

54%

14%

道路での走行がしにくい

走行位置がわからない

駐輪場の不足

路上駐車による通行への影響

路上駐輪による通行への影響

舗装の悪さ

自転車利用者のマナー

駐輪場のラック（車輪を固定する部

分）の使いにくさ

0% 20% 40% 60% 80%

n=1345４【自転車環境】改善が必要な事項

特定世代アンケート調査結果 

【自転車環境】 改善が必要な事項（子育て世代） 
 

【自転車環境】 改善が必要な事項（高齢者世代） 

参考：市民アンケート 
【自転車環境】 改善が必要な事項 
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５．障害者アンケート調査 

「調布市バリアフリー基本構想策定に係る調査業務」で実施したアンケート調査結果から障害

者の意見を整理し把握した。 

 

①回答者の属性 

 性別は「男性」36％，「女性」61％，年齢は「75歳以上」が 39％と最も多く，次いで「50

代」が 15％であるが，どの年代からも回答をいただけている。 

 障害の種類は「肢体不自由」が 23％と最も多く，次いで，「知的障害」「認知症・軽度認

知障害・高次脳機能障害」が 19%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②各項目での意見 

 以下のとおり意見をいただいている。 

項目 御意見 

バス交通について  直通運行の要望。（つつじヶ丘駅～吉祥寺） 

 バス停の段差やガードレールの位置の見直し。スロープ位置の明示。 

 点字ブロックの不足。（調布駅） 

 コミュニティバスは車両が小さく着席や移動が不便。 

 コミュニティバスは振動が大きい。 

タクシーについて  バリアフリー対応車両の増加。 

 駅からタクシー乗り場までの距離が長い。 

 運賃の割引。 

駅前広場について  調布駅では歩行距離が長く歩きにくい。 

 自転車が走行しており歩きにくい。自転車の走行を禁止や区分して

もらいたい。 

 木陰等が少ない。 

歩行環境について  歩道の狭さや傾斜に対する意見。 

 無電柱化による歩道環境の改善。 

 点字ブロック等の不足。 

 舗装の波うちがあり移動しにくい。 

交差点等について  一部の信号において青点灯時間が短い。  

36% 61% 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 回答しない

n=148問8 1）(1) 性別

2% 9% 5% 11% 15% 7% 12% 39%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満 20代 30代 40代

50代 60歳～64歳 65歳～74歳 75歳以上

n=150問8 1）(2) 年齢

23% 7% 11% 8% 19% 10% 6% 19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

肢体不自由（上肢，下肢，体幹，又はその支援者）

視覚障害（全盲，弱視）

聴覚障害（全聾，難聴）・言語障害

内臓機能障害・難病・虚弱等

知的障害（又はその支援者）

精神障害（又はその支援者）

発達障害（又はその支援者）

認知症・軽度認知障害・高次脳機能障害（又はその支援者）

n=153問8 3）障害の種類

障害者アンケート調査結果 

年 齢 

性 別 
障害の種類 

 


